
　　
み
ん
な
で
築
く
　
希
望
に
満
ち
、

み
ん
な
で
築
く
　
希
望
に
満
ち
、

活
力
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
ふ
じ
さ
き

活
力
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
　
ふ
じ
さ
き

ふ
じ
さ
き

広
報

大
谷
翔
平
選
手
 グ
ロ
ー
ブ
と
夢
を
あ
り
が
と
う
！

大
谷
翔
平
選
手
 グ
ロ
ー
ブ
と
夢
を
あ
り
が
と
う
！

能
登
半
島
地
震
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
野
球
大
会

能
登
半
島
地
震
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
野
球
大
会

N
o.2
2
8
 

N
o.2
2
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場所：藤崎中学校  ほか

「落ちないりんご｣で合格祈願１
 26

　(有)落ちないりんご(代表取締役 安原 義太郎)から、
町内中学校３年生の生徒に高校受験合格を祈願して
｢落ちないりんご｣が贈呈されました。この取組は平
成４年から毎年行われており、生徒を代表してりん
ごを受け取った吉田 周作さんは｢いただいたりんご
を食べて試験に合格したい｣と話していました。

場所：町文化センター  ほか

りんご生産力の向上を目指して

　町内りんご生産者の技術向上と高品質でおいしい
りんご生産のため、町りんご協同防除組合連絡協議
会と町が共催して｢りんご生産技術講習会｣が開催さ
れました。講習会には、町内のりんご生産者約50
名が参加し、病害の特徴や対策の仕方、りんごの剪
定方法などを学びました。

１
 23

Town TopicsTown Topics

場所：役場応接室

子どもたちの文化活動のために１
 23

　町地域おこし協力隊の笠原 綾子さんが、表現や交
流の場として運営している｢かさこ＊ハウス｣で行っ
たイベントの収益金61,273円を町に寄附しました。
　笠原さんは｢子どもたちの文化活動に役立ててほし
い｣と話し、今後もかさこ＊ハウスを運営しながら多く
の方々が豊かになる活動を行いたいと話していました。

場所：ふじこども園  ほか

交通ルールを学ぼう！１
 10

　町交通安全母の会(会長 三上 津香子)と弘前警察
署が町内の保育所・幼稚園・こども園で、就学前の
園児を対象に交通安全教室を開催しました。子ども
たちは、警察官や三上会長のおはなしを聞いて基本
的な交通ルールを学びました。

　大沼 可奈さん(東京都在住)と工藤 光さん(北海
道在住)が、冬の生活を体験して町の良さを発見し、
将来的な移住施策につなげることを目的に実施した、
地域おこし協力隊のおためしツアーに参加しました。
２泊３日の日程で、ファットバイクでの町内散策、
いがめんち、けの汁などの郷土料理作り、津軽塗り
体験などを行い地域の方々と交流しました。最終日
には、町長を表敬し、体験ツアーの感想や成果を報
告しました。

場所：かさこ＊ハウス  ほか

２泊３日で冬の藤崎町を体験１
 22 場所：ふじさき食彩テラス

リンゴカ展示作品が決定１
 12

　｢りんごと子供の未来を育む｣をコンセプトに作品
を募集したアップルクリエイティブアワードの表彰
式が行われました。全20作品の中から、大阪市の
山崎 皓也さん・朋代さん夫妻の世界の言葉でりん
ごを学ぶ地球儀｢りん語｣が最優秀賞に決定しました。
　この作品ほか数点は、旧弘前実業高校藤崎校舎を
リニューアルし４月に供用を開始する、ふじさき産
業文化交流施設(リンゴカ)内のリンゴカミュージア
ムに展示する予定ですので、ぜひご覧ください。

場所：藤崎町グラウンド

大谷グローブで夢をつかめ！２
 12

　大谷 翔平選手から町内３小学校にグローブが届
いたことを受け、子どもたちに野球を楽しんでもら
うとともに、能登半島地震のチャリティー募金を兼
ねた野球大会が開催されました。参加した子どもた
ちは終始笑顔でプレーし、｢将来は大谷選手のよう
になりたい｣と夢を話していました。

　町婦人会(会長 髙木 アツ子)主催の｢町長と語る
会｣が開催され、町長が町の重点施策や旧藤崎校舎
利活用の進捗状況などを説明したほか、自由なテー
マで質疑応答があり、日頃感じていることなど活発
に意見交換しました。

場所：常盤生涯学習文化会館

よりよい町づくりのために１
 18

長寿１００歳おめでとうございます！

　２月15日に入所施設において、佐藤 きみさんの
100歳をお祝いする会が開かれ、町長から長寿顕彰
状が贈られました。

　相撲のテレビ観戦と俳句を詠むことが趣味の佐藤

さん。俳句は長年にわたり詠み続けており、過去に

は詠んだ句が新聞に掲載されたこともあるそうです。

　また、長生きの秘訣を尋ねると、若いころから野菜

を多く食べてきたことだと話し、佐藤さんは｢命あ

る限り頑張って生きていきたい｣と話していました。

〈新聞に掲載された句〉
　生きるんだ　３年たてば　１００になる佐藤  きみ  さん  (水木)

3 2024．3 広報ふじさき3 2 広報ふじさき 2024．3

　町内公共施設の募金箱に皆様から寄せられた募金や町議

会、町建設協会、藤崎小学校、町消防団を始めとする各団

体様からのご協力により、多くの義援金が集まりました。

　義援金は日本赤十字社を通じて被災地での活動・支援に

役立てられます。町では引き続き、福祉課窓口にて義援金

を受付していますのでご協力をお願いいたします。

温かいご支援・ご協力、誠にありがとうございました

義援金総額　734,407円

日本赤十字社に義援金を寄附
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　町では、｢食｣の新しい名物づくりとそのＰＲを目的に、藤崎町等の特産品を活用した飲食メ

ニューを来場者に提供する｢ふじワングランプリ2024｣に出店する事業者の方を募集します！！

６月30日(日)
午前10時30分～午後２時30分

開催日時

出店場所

ふじさき食彩テラス

(藤崎町大字榊字和田65番地８)

出店資格

藤崎町内で活動している店舗であること

出店条件

・出店スペース　１店舗あたりテント１張

・出　店　料　なし

※応募者多数の場合は選考となる場合があります。

エントリー商品

・藤崎町等の特産品を活用した飲食メニューであること

・300円～500円の範囲で販売できること
※エントリー商品はイベント終了後も継続して通常販売することを推奨しています。

申込方法

　出店要項をご確認の上、出店申込書を３月29日(金)までにＦＡＸ(75ー2515)又は郵送により
経営戦略課企画調整係まで提出してください。

※出店要項及び出店申込書は町ホームページからダウンロードもしくは町役場２階経営戦略課

　窓口に備え付けてあります。その他詳細につきましては問合せ先までご連絡ください。

ふじワングランプリ２０２３の様子

たくさんのご参加をお待ちしております！

ふじワングランプリ２０２４２０２４の
出店者を募集します！出店者を募集します！

■お問合せ　経営戦略企画調整係　88－8258

新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
ま
し
た
！

大お

お

和わ

田だ

賢け

ん

吾ご

さ
ん

ま
ず
は
み
な
さ
ん
に
私
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

私
も
地
域
や
町
民
の
み
な
さ
ん

と
か
か
わ
り
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
！

○
略
歴

　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
出
身

の
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学
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学
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大
学
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業
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食
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ン
店
に
勤
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、

一
年
半
後
に
、
当
時
最
年
少

の
23
歳
で
店
長
に
就
任
。

○
町
と
の
関
係

　

飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
に
就

職
し
て
い
た
時
に
、
藤
崎

町
出
身
の
女
性
と
出
会
い
、

交
際
に
発
展
。
何
度
か
町

を
訪
れ
、
町
へ
の
移
住
を

考
え
て
い
た
矢
先
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を

知
る
。

○
ミ
ッ
シ
ョ
ン

・｢

暮
ら
し
観
光
」に
よ
る
誘
客

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
な
ど
を
行
う
）

・
ふ
じ
さ
き
産
品
プ
ロ
モ
ー

　

シ
ョ
ン
に
よ
る
誘
客

（
特
産
品
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
動
画

の
制
作
な
ど
を
行
う
）
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
強
豪
校
と
し
て
も
知
ら
れ
る
埼
玉
栄
高
校
で
、
高
校
ダ
ブ
ル
ス

３
大
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
、
念
願
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
を
達
成
し
た
角
田
洸
介
さ
ん
。

　

藤
崎
町
か
ら
県
外
で
活
躍
す
る
角
田
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

   

強
さ
の
秘
訣
は
？

　

小
学
生
の
頃
か
ら
常
に
高
い
目
標
を
持
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
ず
は

チ
ー
ム
内
で
ラ
イ
バ
ル
に
勝
つ
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
徐
々
に
目
標
設
定
を
上
げ
て
い
っ

た
こ
と
で
着
々
と
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
練
習
以
外
の
時
間
も
、
録
画
を
し
た
試
合
を
見
て
改
善
点
を
見
つ
け
た
り
、

プ
ロ
選
手
の
試
合
を
見
て
技
術
を
学
ん
だ
り
と
、
日
常
生
活
の
中
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

将
来
の
夢
は
？

　

将
来
は
プ
ロ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
に
な
り
、
世

界
の
舞
台
に
立
ち
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
大
学
で

も
成
績
を
残
し
、
藤
崎
町
か
ら
世
界
で
活
躍
で
き
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

輝け！藤藤崎の星

角
田
さ
ん
と
恩
師
の
工
藤
峰
靖
さ
ん

(

常
盤
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
代
表)

埼玉栄高校３年　角田  洸介  さん
（藤崎町（福島）出身・元常盤ジュニアバドミントンクラブ所属）

◆近年の成績
　第41回全日本ジュニアバドミントン選手権大会 ダブルス 優勝
　第51回全国高等学校選抜バドミントン大会 ダブルス 優勝
　第74回全国高等学校バドミントン選手権大会(インターハイ)ダブルス 優勝
　世界ジュニア選手権2023 ダブルス ベスト８
　燃ゆる感動かごしま国体 バドミントン競技 少年男子(埼玉県代表) 優勝

よろしく
お願いします！
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２
月
10
日(

土)

に
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
藤
崎
町
・
藤
崎
町
教
育
委
員
会
合

同
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

な
ど
の
分
野
で
多
大
な
功
績
が
認
め

ら
れ
た
個
人
及
び
団
体
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。

(

順
不
同
・
敬
称
略)

令
和
５
年
度
藤
崎
町
・
藤
崎
町
教
育
委
員
会
合
同
表
彰
式

藤
崎
町
表
彰
条
例
に
よ
る
表
彰

功
労
表
彰

◆
前
田　

信
一

・
平
成
23
年
か
ら
町
議
会
議
員
と
し
て
、
12
年

に
わ
た
り
町
政
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

功
績

◆
奈
良　

完
治

・
平
成
23
年
か
ら
町
議
会
議
員
と
し
て
、
12
年

余
り
に
わ
た
り
町
政
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

善
行
表
彰

◆
横
山　
　

樹

・
環
境
負
荷
低
減
に
配
慮
し
た
良
食
味
米
の
安

定
生
産
及
び
新
技
術
・
新
品
種
の
早
期
普
及

に
向
け
た
地
域
農
業
の
け
ん
引
役
等
、
稲
作

農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
功
績

◆
大
川 

雄
弘

・
多
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
要
職
に
あ
っ
て
、

精
進
努
力
し
た
功
績
に
よ
り
、
令
和
5
年
高

齢
者
叙
勲
瑞
宝
双
光
章(

教
育
功
労)

を
受
章

さ
れ
、
町
の
名
誉
を
高
め
た
功
績

◆
工
藤　

龍
一

・
多
年
に
わ
た
り
町
職
員
の
要
職
に
あ
っ
て
、

精
進
努
力
し
た
功
績
に
よ
り
、
令
和
5
年
春

の
叙
勲
瑞
宝
単
光
章(

地
方
自
治
功
労)

を
受

章
さ
れ
、
町
の
名
誉
を
高
め
た
功
績

◆
福
井　

英
一

・
多
年
に
わ
た
り
消
防
官
の
要
職
に
あ
っ
て
、

精
進
努
力
し
た
功
績
に
よ
り
、
令
和
5
年
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
瑞
宝
双
光
章(

消
防
功

労)

を
受
章
さ
れ
、町
の
名
誉
を
高
め
た
功
績

◆
白
﨑　

勇
忠

・
多
年
に
わ
た
り
自
衛
官
の
要
職
に
あ
っ
て
、

精
進
努
力
し
た
功
績
に
よ
り
、
令
和
5
年
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
瑞
宝
双
光
章(

防
衛
功

労)

を
受
章
さ
れ
、
町
の
名
誉
を
高
め
た
功
績

藤
崎
町
教
育
委
員
会
表
彰
規
則
に
よ
る
表
彰

教
委
表
彰
規
則　

第
２
条
第
１
項
第
１
号

児
童
、
生
徒
及
び
団
体
【
ス
ポ
ー
ツ
部
門
】

（
県
大
会
優
勝
・
東
北
大
会
３
位
以
内
・
全
国

大
会
８
位
以
内
の
入
賞
等)

◆
中
村　

陽
菜

・
第
39
回
青
森
県
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

　

小
学
女
子
コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ｂ　

第
1
位

・
第
12
回
東
日
本
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

　

共
通
女
子　

走
幅
跳　

第
2
位

◆
町
田　

七
咲

・
第
12
回
東
日
本
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

　

共
通
女
子　

走
高
跳　

第
1
位

・
第
42
回
青
森
県
小
学
生
秋
季
陸
上
競
技
交
流

大
会　

小
学
女
子　

走
高
跳　

第
1
位

◆
栩
内　

瑠
南

・
第
12
回
東
日
本
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

　

東
日
本　

共
通
女
子　

80
ｍ
Ｈ　

第
2
位

◆
三
上　

瑛
土

・
第
42
回
青
森
県
小
学
生
秋
季
陸
上
競
技
交
流

大
会　

小
学
男
子　

80
ｍ
Ｈ　

第
1
位

◆
村
上　

莉
世
愛

・
第
39
回
青
森
県
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

　

小
学
女
子
コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ａ　

第
1
位

　

(

県
小
学
校
新
、
大
会
新)

・
第
12
回
東
日
本
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

　

東
日
本　

共
通
女
子　

80
ｍ
Ｈ　

第
1
位

・
第
39
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

　

女
子
コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ａ　

第
4
位

・
第
42
回
青
森
県
小
学
生
秋
季
陸
上
競
技
交
流

大
会　

小
学
女
子　

80
ｍ
Ｈ　

第
1
位

　

(

県
小
学
校
新)

◆
伊
藤　

竜
一

・
第
7
回
Ｃ
Ｂ
Ｓ
少
年
軟
式
野
球

　

｢

６
年
生
選
抜｣

青
森
県
予
選
会　

第
1
位

◆
藤
田　

隼
榮

・
第
36
回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会　

6
年
生
の
部　

第
3
位

◆
石
動　

来
空

・
第
20
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
青
森

県
予
選
会　

4
年
生
男
子
の
部
シ
ン
グ
ル
ス

第
1
位

◆
小
田
桐　

悠
吾

・
第
33
回
青
森
県
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手

権
大
会　

男
子
1
年　

１
１
０
ｍ
Ｈ

　

第
1
位(

大
会
新)

◆
神　

乙
葉

・
第
74
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会

　

共
通
女
子　

１
０
０
ｍ
Ｈ　

第
1
位

・
第
44
回
東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

中
学
共
通
女
子　

１
０
０
ｍ
Ｈ　

第
3
位

・
第
54
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会
青
森
県
予
選
会

　

Ｕ
16
女
子　

１
０
０
ｍ
Ｙ
Ｈ　

第
1
位

◆
神　

ミ
イ
ヤ

・
第
69
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

青
森
大
会　

3
年
女
子　

１
０
０
ｍ　

第
1
位

・
第
74
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会

　

共
通
女
子　

２
０
０
ｍ　

第
1
位

◆
三
上　

千
晶

・
第
69
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

青
森
大
会　

共
通
女
子　

１
０
０
ｍ
Ｈ　

第
1
位

・
第
33
回
青
森
県
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手
権

大
会　

女
子
2
年　

１
０
０
ｍ
Ｈ　

第
1
位

◆
村
上　

偲
梛

・
第
33
回
青
森
県
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手

権
大
会　

女
子
1
年　

走
高
跳　

第
1
位

　

(

大
会
新)

◆
三
浦　

颯
太

・
第
44
回
東
北
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

中
学
2
年
男
子　

１
０
０
ｍ　

第
2
位

・
第
69
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

青
森
大
会　

2
年
男
子　

１
０
０
ｍ　

第
1
位

・
第
74
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会

　

2
年
男
子　

１
０
０
ｍ　

第
1
位

・
第
33
回
青
森
県
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手

権
大
会　

2
年
男
子　

１
０
０
ｍ　

第
1
位

◆
中
田　

安
蓮

・
第
29
回
東
奥
日
報
社
杯
争
奪
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

中
学
硬
式
野
球
青
森
県
大
会　

第
1
位

◆
髙
木　

祐
哉

・
第
29
回
東
奥
日
報
社
杯
争
奪
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

中
学
硬
式
野
球
青
森
県
大
会　

第
1
位

◆
町
田　

凌
平

・
第
29
回
東
奥
日
報
社
杯
争
奪
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

中
学
硬
式
野
球
青
森
県
大
会　

第
1
位

◆
野
呂　

大
地

・
第
53
回
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

男
子
団
体　

第
3
位

◆
佐
藤　

里
菜

・
第
35
回
青
森
県
柔
道
整
復
師
会
少
年
柔
道
・

形
競
技
大
会　

形
競
技
会　

第
1
位

・
第
10
回
東
北
少
年
柔
道
形
競
技
会　

第
1
位

・
第
12
回
ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ
ッ
ズ
東
北
小

学
生
柔
道
大
会　

５
年
生
女
子
軽
量
級

　

第
3
位

・
第
47
回
青
森
県
少
年
柔
道
大
会

　

女
子
5
年
生
　
㎏
級　

第
1
位

・
ひ
ろ
さ
き
絆
カ
ッ
プ
２
０
２
３　

柔
道

　

女
子
小
学
5
年
生　

㎏
級　

第
1
位

・
第
13
回
日
整
全
国
少
年
柔
道｢

形｣

競
技
会

　

第
5
位

◆
神
山　

咲
七

・
第
35
回
青
森
県
柔
道
整
復
師
会
少
年
柔
道
・

形
競
技
大
会　

形
競
技
会　

第
1
位

・
第
10
回
東
北
少
年
柔
道
形
競
技
会　

第
1
位

・
第
13
回
日
整
全
国
少
年
柔
道｢

形｣

競
技
会

　

第
5
位

◆
村
上　

煌
瑛

・
第
10
回
東
北
少
年
柔
道
形
競
技
会　

第
3
位

◆
藤
崎
中
学
校
陸
上
部(

女
子
リ
レ
ー)　

４
名

・
第
74
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会

　

低
学
年
女
子　

4
×
１
０
０
ｍ
Ｒ　

第
1
位

　

小
枝　

柚
杏
・
浅
利　

寧
々
・
唐
牛　

結
愛

　

村
上　

偲
梛

◆
藤
崎
中
学
校
陸
上
部(

女
子)　

15
名

・
第
74
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会

　

陸
上
競
技　

女
子
総
合　

第
1
位

　

浅
瀬
石
恋
華
・
神　

乙
葉
・
小
田
桐
悠
珠

　

唐
牛
杏
加
音
・
神　

ミ
イ
ヤ
・
佐
々
木
海
羽

　

小
枝　

柚
杏
・
浅
利　

寧
々
・
佐
藤　

榎
音

　

三
上　

千
晶
・
浅
瀬
石
柚
玖
・
佐
々
木
希
愛
花

　

成
田　

す
ず
・
村
上　

偲
梛
・
唐
牛　

結
愛

◆
藤
崎
中
学
校
相
撲
部　

２
名

・
第
74
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会

　

団
体　

相
撲
競
技　

第
1
位

　

川
井　

翔
太
・
三
浦　

惺
侑

◆
藤
崎
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部　

13
名

・
第
74
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

女
子　

第
１
位

　

藤
本　

萌
那
・
館
山　

愛
生
・
成
田　

仁
琴

　

福
田　

千
乃
・
木
村
ひ
か
る
・
中
西　

玲
那

　

中
谷　

美
音
・
福
田　

優
月
・
中
谷　

舞
姫

　

工
藤　

明
璃
・
福
田　

湖
都
・
山
中　

萌
海

　

櫻
田　

結
菜

教
委
表
彰
規
則　

第
２
条
第
１
項
第
２
号

児
童
、
生
徒
及
び
団
体
【
芸
術
文
化
部
門
】

（
県
又
は
東
北
地
区
及
び
全
国
的
な
大
会
等
に
お

い
て
、特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
及
び
団
体)

◆
安
田　

春
果

・
第
41
回
日
本
教
育
書
道
会
全
国
学
生
展

　

日
本
教
育
書
道
会
大
賞

◆
安
田　

直
太
朗

・
第
14
回
日
本
バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー
ル
岩
手
地
区

大
会　

小
学
3
・
4
年　

Ａ
部
門　

優
秀
賞

◆
安
田　

颯
太
郎

・
第
19
回
青
森
県
幼
児
小
中
学
校
毛
筆
書
写
紙

上
展　

読
売
新
聞
社
賞

◆
中
畑　

千
尋

・
第
77
回
お
山
参
詣　

登
山
囃
子
本
大
会

　

梅
組　

第
1
位

◆
村
上　

莉
世
愛

・
第
12
回
東
奥
児
童
書
道
展　

推
奨

　

東
奥
日
報
社
長
賞

◆
瓜
田　

尚
輝

・
第
57
回
曹
洞
宗
青
少
年
書
道
展

　

曹
洞
宗
教
化
部
長
賞

◆
白
川　

茉
莉
愛

・
第
67
回
Ｊ
Ａ
共
済
青
森
県
小
・
中
学
生
書
道

コ
ン
ク
ー
ル　

書
道
条
幅
の
部　

最
優
秀
賞

・
ヤ
マ
ハ
エ
レ
ク
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
３　

ソ
ロ
演
奏
部
門　

北
東
北
地
区

大
会　

小
学
生
高
学
年
部
門　

銀
賞

◆
吉
田　

周
作

・
第
77
回
お
山
参
詣　

登
山
囃
子
本
大
会

　

梅
組　

第
1
位

・
第
50
回
県
下
登
山
囃
子
藤
崎
大
会

　

梅
組　

第
1
位

◆
工
藤　

亮
雅

・
第
50
回
県
下
登
山
囃
子
藤
崎
大
会

　

梅
組　

第
1
位

◆
野
呂　

悠
登

・
第
77
回
お
山
参
詣　

登
山
囃
子
本
大
会

　

梅
組　

第
1
位

・
第
50
回
県
下
登
山
囃
子
藤
崎
大
会

　

梅
組　

第
1
位

◆
小
野　

由
実

・
令
和
5
年
度
民
謡
民
舞
少
年
少
女
全
国
大
会

　

民
舞
個
人
の
部　

準
優
勝

　

民
舞
団
体
の
部　

優
勝

◆
久
保
田　

瑠
華

・
日
本
書
写
教
育
研
究
会　

第
66
回
全
国
書
き

ぞ
め
作
品
展
覧
会　

小
学
6
年
の
部

　

大
阪
府
知
事
賞

◆
大
藤　

橙
輝

・
２
０
２
３
年
度
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン　

Ｂ
級　

本
選
奨
励
賞

・
第
47
回
全
国
町
田
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

　

Ｂ
部
門　

入
賞

◆
加
福　

菜
桜

・
東
北
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
青
森
地
区
大

会　

優
秀
賞

・
第
23
回
シ
ョ
パ
ン
学
生
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル 

in 

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ(

予
選)

　

小
学
生
Ａ
の
部　

金
賞

◆
常
盤
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
部　

24
名

・
第
52
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー

リ
ン
グ　

東
北
大
会　

金
賞

・
第
51
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

　

小
学
生
の
部　

小
編
成　

金
賞

　

浅
井
颯
一
郎
・
三
浦　

凜
玖
・
成
田　

羽
来

　

髙
谷　

颯
生
・
小
笠
原
甫
祢
・
市
𣘺　

武
蔵

　

浅
利　

亮
汰
・
笹
森　

優
・
工
藤　

埜
冴

　

牧
野　

愛
萠
・
石
動　

杏
招
・
藤
原　

優
亜

　

山
田　

暖
姫
・
工
藤　

る
か
・
鳴
海　

大
駕

　

山
田　

優
空
・
黒
崎　

す
ず
・
大
澤　

和
心

　

齊
藤　

芭
子
・
小
笠
原　

綾
・
羽
賀
衣
知
香

　

小
野　

結
雅
・
葛
西　

凛
花
・
鈴
木　

蘭

教
委
表
彰
規
則　

第
３
条
第
１
項
第
１
号

個
人
及
び
団
体
【
ス
ポ
ー
ツ
部
門
】

（
県
大
会
優
勝
・
東
北
大
会
３
位
以
内
・
全
国

大
会
８
位
以
内
の
入
賞
等)

◆
佐
々
木　

来
流

・
第
54
回
東
北
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

第
2
位

令和５年度藤崎町・藤崎町教育委員会合同表彰式 令和５年度藤崎町・藤崎町教育委員会合同表彰式

‐40

‐40



8 9 広報ふじさき 2024．32024．3 広報ふじさき9

◆
工
藤　

花
梨

・
第
76
回
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸

上
競
技
大
会　

女
子
４
０
０
ｍ　

第
1
位

◆
木
村　

裕
喜

・
第
72
回
青
森
県
秋
季
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

ジ
ュ
ニ
ア
男
子
ハ
ン
マ
ー
投(

６
•
０
０
０
㎏)

第
1
位

◆
髙
木　

大
翔

・
第
49
回
青
森
県
春
季
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
男
子
３
０
０
０
ｍ　

第
1
位

◆
村
上　

杏
梨
愛

・
国
民
体
育
大
会
兼
東
北
選
手
権
大
会
青
森
県

選
手
選
考
会　

女
子
少
年
Ｂ
１
０
０
ｍ
Ｈ

　

(

０
・
７
６
２
ｍ)　

第
1
位

◆
浅
瀬
石　

光
玖

・
令
和
4
年
度
全
国
高
等
学
校
相
撲
選
抜
大
会

　

団
体　

第
1
位

◆
鳴
海　

裕

・
第
76
回
青
森
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
水

泳
競
技
大
会

　

男
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
1
位

　

男
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
1
位

・
第
63
回
青
森
県
高
等
学
校
新
人
選
手
権
水
泳

競
技
大
会

　

第
31
回
東
北
高
等
学
校
新
人
水
泳
競
技
大
会

県
予
選
会

　

男
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
1
位

◆
村
上　

陽
色

・
第
48
回
青
森
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会　

男
子
４
０
０
ｍ
Ｈ

　

(

０
・
９
１
４
ｍ
）　

第
1
位

◆
久
米
田　

颯

・
特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

男
子
4
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

第
2
位

◆
角
田　

洸
介

・
第
74
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会

　

男
子
個
人
対
抗
ダ
ブ
ル
ス　

第
1
位

　

男
子
学
校
対
抗　

第
3
位

・
鹿
児
島
国
体　

特
別
国
民
体
育
大
会

　

少
年
男
子　

第
1
位

◆
三
浦　

隆
史

・
第
75
回
東
北
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

青
森
県
予
選
会

　

50
歳
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
1
位

◆
佐
々
木　

徳
也

・
第
75
回
東
北
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

青
森
県
予
選
会

　

50
歳
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
1
位

◆
加
福　

孝
二

・
第
23
回
青
森
県
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会　

70
歳
以
上
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
1
位

・
第
26
回
全
国
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会　

第
1
位

◆
加
福　

哲
三

・
第
26
回
全
国
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会　

第
1
位

◆
清
野　

正
廣

・
第
26
回
全
国
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会　

第
1
位

◆
五
十
嵐　

安
弘

・
第
76
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

　

水
泳
競
技　

町
村
の
部　

男
子
60
歳
以
上　

50
ｍ
自
由
形　

第
1
位

　

50
ｍ
平
泳
ぎ　

第
1
位(

大
会
新)

◆
藤
崎
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　

15
名

・
第
76
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

  

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

町
村
の
部　

第
1
位

　

工
藤　

峰
靖
・
加
福　

孝
二
・
佐　
　

英
朋

　

三
浦　

隆
史
・
佐
々
木
徳
也
・
三
浦　

穂
岳

　

葛
西　

貴
仁
・
小
笠
原
純
也
・
工
藤　

晃
路

　

髙
木　

孝
弥
・
米
村　

拓
・
一
戸
八
重
子

　

米
谷
悠
梨
香
・
齋
藤　

未
来
・
髙
木　

美
里

◆
藤
崎
卓
球
協
会　

５
名

・
第
76
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

　

卓
球
競
技　

町
村
の
部　

第
1
位

　

前
田　

啓
成
・
前
田　

志
帆
・
小
舘　

卓
司

　

藤
本　

李
帆
・
佐
藤　

光
幸

令和５年度藤崎町・藤崎町教育委員会合同表彰式

教
委
表
彰
規
則　

第
３
条
第
１
項
第
２
号

個
人
及
び
団
体
【
芸
術
文
化
部
門
】

（
県
又
は
東
北
地
区
及
び
全
国
的
な
大
会
等
に
お

い
て
、特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
及
び
団
体)

◆
齋
藤　

祐
紀

・
第
30
回
新
聞
配
達
に
関
す
る
エ
ッ
セ
ー
コ
ン

テ
ス
ト　

入
選

◆
出
町　

龍
桜

・
第
９
回
葛
飾
柴
又
帝
釈
天
全
国
書
道
コ
ン

ク
ー
ル　

柴
又
帝
釈
天
賞

◆
佐
々
木　

重
人

・
第
36
回
国
際
架
橋
書
展　

総
務
大
臣
賞

教
委
表
彰
規
則　

第
３
条
第
１
項
第
５
号

個
人
及
び
団
体

【
表
彰
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
】

（
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
文
化
、
学
校
教
育
及
び
生
涯

学
習
の
振
興
、又
は
、教
育
施
設
の
充
実
整
備
に

貢
献
し
、特
に
功
績
が
あ
っ
た
も
の
の
外
に
、特
に

優
秀
な
成
績
等
を
収
め
た
方
及
び
団
体)

◆
澤
口　

瀧
生

・
第
14
回
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

(

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
’23)

国
内
予
選　

第
1
位

・
第
14
回
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

(

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
’23)

世
界
大
会

　

Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｉ
ｂ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ

　
(

敢
闘
賞)

◆
横
山　

遊
雲

・
第
14
回
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

(
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
’23)

国
内
予
選　

第
1
位

・
第
14
回
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

(

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
’23)
世
界
大
会

　

Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｉ
ｂ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ

　

(

敢
闘
賞)

◆
古
舘　

泰
史

・
平
成
21
年
か
ら
常
盤
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン

ド
部
を
指
導
し
、
こ
れ
ま
で
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
全
国
大
会
に
お
い
て
８
度
の
金
賞
受
賞

を
は
じ
め
、
そ
の
他
数
々
の
全
国
大
会
及
び

東
北
大
会
に
お
い
て
も
入
賞
を
果
た
し
て
お

り
、
地
域
芸
術
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
。

◆
成
田　

直
樹

・
平
成
29
年
か
ら
藤
崎
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
監
督
と
し
て
指
導
し
、
こ
れ
ま
で

全
国
大
会
出
場
３
回
、
東
北
大
会
出
場
５
回
、

県
大
会
優
勝
13
回
を
果
た
し
て
お
り
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　次の計画の素案がまとまりましたので、計画策定の参考とするため、藤崎町パブリックコメント手続要綱

に基づき、計画(案)を公表し、広く皆さんの意見を募集します。

◆案　　件

パブリックコメント(意見公募)を実施します

◆募集期間

　３月１日(金)から３月15日(金)まで

◆計画を閲覧できる場所等

　(１)役場本庁舎　(２)常盤出張所　(３)藤崎町ホームページ(http://www.town.fujisaki.lg.jp/)

　※(３)以外は、閲覧できる時間を開庁時間とします。

◆意見を提出することができる者

　(１)町内に住所を有する者　(２)町内に勤務する者　(３)町内の学校に通学する者

　(４)町内に事務所等がある法人及び団体　(５)本計画に利害関係を有する者

◆意見の提出方法

　記入用紙にご意見と必要事項(氏名、住所、連絡先)を記入の上、役場本庁舎又は常盤出張所に設置した意

見箱に投函するか、次の提出先まで郵送、持参、ＦＡＸ及びメールのいずれかの方法で提出してください。

案件 　郵送先 　メール 　ＦＡＸ

①
〒038ー3803
藤崎町大字西豊田一丁目

１番地　福祉課

介護保険係 kaigo@town.fujisaki.lg.jp

75－9605
② 福祉係 fukushi@town.fujisaki.lg.jp

③
健康係 kenko@town.fujisaki.lg.jp

④

◆意見提出にあたってのご注意

　○ご意見に対する個別の回答は行いません。

　○記入漏れ等がある場合は、ご意見として受け付けしません。

　○ご意見は、電話など口頭では受け付けしません。

◆結果の公表

　提出されたご意見は計画策定の参考とするほか、後日集約し、氏名・住所・連絡先を除き、町の考え方と

併せて対応状況を町ホームページで公表します。

■お問合せ　①福祉課介護保険係　☎88ー8198　②福祉課福祉係　☎88ー8195
　　　　　　③・④福祉課健康係　88－8197

①藤崎町高齢者福祉計画 第９期介護保険事業

　計画(案)

　高齢者全体の保健・福祉の施策全般を定める｢高

齢者福祉計画｣と介護保険サービスの見込量などを

定める｢介護保険事業計画｣を一体的に策定する計

画です。

②藤崎町障がい福祉計画(第７期)・藤崎町障がい

　児福祉計画(第３期)(案)

　障がいのある方又は障がいのある児童の地域生

活を支援するための基盤等に係る成果目標を設定

するとともに、サービスの必要量を見込み、その

提供体制の確保を図るための計画です。

③健康ふじさき21(第三次)(案)

　健康増進法に基づく｢市町村健康増進計画｣とし

て策定し、生活習慣病の発症予防や重症化予防の

ための対策をはじめ、様々な施策を一体的かつ重

層的に推進するための計画です。

④藤崎町自殺対策計画(第二期)(案)

　かけがえのない｢いのち｣の大切さを考え、人と

地域の絆を強めていくよう、関係機関、団体と連携

協力し、誰もが自殺に追い込まれることのないま

ちづくりを目指して、各種自殺対策に関する施策

を総合的かつ効果的に展開するための計画です。
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　３月１日から、本籍地以外の市区町村窓口でも戸籍全部証明書等を請求できるようになります。

住民課住民係からのお知らせ

◆取得できる証明書の種類

　戸籍全部事項証明書(戸籍謄本)

　除籍全部事項証明書(除籍謄本)

◆請求できる方

　○本人、配偶者

　○父母、祖父母等(直系尊属)

　○子、孫等(直系卑属)

◆注意事項

　○役場本庁舎のみの請求となります。常盤出張所での請求はできません。

　○請求できる方が直接窓口で請求する必要があるため、代理人や

　　郵送での請求はできません。

　○本人確認書類は、マイナンバーカード、運転免許証、パスポー

　　ト等顔写真付きの身分証明書が必要です。

　○一部事項証明、個人事項証明(戸籍抄本)は請求できません。

　○コンピュータ化されていない戸籍謄本、除籍謄本は対象外です。

※詳細はこちら

■お問合せ　住民課住民係 　88－8163

◎戸籍証明書等の広域交付について

　３月１日から、届出先の市区町村において本籍地の戸籍(コンピュータ化されていない一部の戸籍・除籍を

除く)を確認することができるようになるため、戸籍届出時の戸籍謄本の添付が原則不要となります。

◎戸籍届出時の戸籍証明書等の添付が不要になります

　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持ちの方は、引越しの際に必要な手続きを、

マイナポータルで行うことができます。このサービスを利用する方は、ご自身単身での引越

しの他、同一世帯員の方の引越しでも利用可能となり転出元市町村への来庁が不要になりま

す。ただし、転入先市町村の窓口での転入手続きは必要です。

◎マイナンバーカードをお持ちの方はオンラインで転出届の提出ができます

　森林環境税は、地球温暖化防止や災害防止など私たちの暮らしを支えている森林を守るため、森林整備等

に必要な財源を安定的に確保する観点から創設された国税です。

　徴収された森林環境税は、森林環境譲与税として国から都道府県及び市区町村に譲与されます。

令和６年度から森林環境税(国税)の課税が始まります

◆税額および賦課徴収

　年額1,000円を個人住民税(町・県民税)均等割と併せて徴収します。
　※個人住民税が非課税の人は森林環境税も非課税となります。

令和５年度まで 令和６年度から

森林環境税(国税) ー 1,000円

個人住民税
均等割

町民税 3,500円 3,000円

県民税 1,500円 1,000円

計 5,000円
5,000円

(令和５年度と同じ)

【森林環境税と個人住民税均等割の合計額】

※平成26年度から令和５年度までは
　東日本大震災からの復興を図ること

　を目的として臨時的に個人住民税

　の均等割が町・県それぞれ500円(計
　1,000円)引き上げられていました。
■お問合せ

　税務課住民税係 　88－8124

　町民のみなさんに分別して出していただいた資源物は、収集業者による収集で、保管場所に一時的に保管

後、民間事業者へ売却されて再生資源(原料)としてリサイクルされています。

　町では毎年3,900トンを超えるごみが排出され、そのほとんどを事業者に処分料を払って処理しています
が、資源として売却できるものをごみとして捨てていませんか？

　分別や資源の再利用をすることでごみの処理量・処理費用を減らし、地球環境にも優しいSDGｓ(持続可能
な開発目標)にも貢献して、豊かな未来をつくりましょう！町民のみなさんのご協力をお願いします。

ごみの資源化にご協力ください

品　目 売払量(㎏ ) 金　額(円)

アルミ缶 4 , 6 2 0 5 7 6 , 7 8 0

スチール缶 2 , 8 4 0 4 3 , 8 9 6

ペットボトル 7 , 0 6 0 4 9 3 , 5 4 3

新聞 7 7 , 0 9 5 7 8 0 , 6 2 6

雑紙 5 0 , 3 8 0 1 7 1 , 5 4 5

雑誌 1 9 , 1 9 0 4 2 , 2 1 8

紙パック 4 9 6 1 , 6 3 4

ダンボール 2 5 , 0 2 9 1 8 7 , 6 9 4

計 1 8 6 , 7 1 0 2 , 2 9 7 , 9 3 6

【令和４年度資源物売払い数量と収入金額】

資源物を燃やせるごみ、燃やせな
いごみとして捨てていませんか？
缶やペットボトルはきれいに洗っ
て出すと、資源となり、紙類もほ
とんどがリサイクルできます。

スプレー缶・カセットボンベ・ライターの

収集方法が｢危険ごみ｣に変更となります

　４月１日から、スプレー缶・カセットボンベ・ライターの収集区分が危険ごみとなり、危険ごみの日に出

すことになります。スプレー缶及びカセットボンベは、穴あけ時の事故防止のため、ガスを使い切り、穴を

開けずにごみ袋に入れて出してくださるようお願いします。

　また、弘前地区環境整備センターへ直接搬入する際の区分と処分手数料も変更となります。

品目

変更前
(３月31日まで)

変更後
(４月１日から)

収集区分 収集区分

スプレー缶
カセットボンベ

缶

危険ごみ

ライター
燃やせない
ごみ

【町による通常収集区分】

■お問合せ　住民課環境係　☎88ー8169

【弘前地区環境整備センターへ直接搬入時の搬入区分及び処分手数料】

品目

変更前
(３月31日まで)

変更後
(４月１日から)

搬入区分 処分手数料 搬入区分 処分手数料

スプレー缶
カセットボンベ

資源ごみ(缶) 無料

危険ごみ
10kgまでごとに
125円(税抜)

ライター 不燃ごみ
10kgまでごとに
125円(税抜)

藤崎地区の
皆さまへ

　町では、子育て家庭の経済的負担軽減と子育て支援のため、対象者

におむつ等購入費助成券を交付しています。

　助成券の使用期限は令和６年３月31日(日)です。
　期限内での使用をお願いします。

使い忘れはありませんか？
藤崎町すくすく子育ておむつ等購入費助成券

■お問合せ　住民課子育て支援係　☎88ー8184

見本

■お問合せ　住民課環境係　☎88ー8169

　国税の納付は、金融機関や税務署等の窓口に赴く必要がなく、自宅や事務所等から納付手続が可能な非対

面の｢キャッシュレス納付｣が便利ですので、ぜひご利用ください。

【選べる納付手段】

　○振替納税：口座振替により納付する方法

　○ダイレクト納付：e-Taxから簡単な手続きで納付する方法

　○インターネットバンキング：インターネットバンキングから納付する方法

　○クレジットカード納付：お持ちのクレジットカードにより納付する方法

　○スマホアプリ納付：専用サイトからスマホ決済により納付する方法

キャッシュレスで国税の納付ができます

■お問合せ　黒石税務署　☎52ー4111

黒石税務署から
のお知らせ

※詳細はこちら
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３月は

自殺対策

強化月間

です

　町内小学校でこころの健康づくり教室を開催

　一人で悩まないで！相談できる場所があります

　世界保健機関(ＷＨＯ)は、｢自殺は、その多くが防ぐことのできる社会的な問題である｣

と明言しています。自殺の多くは、｢健康｣｢経済・生活｣｢家庭｣｢勤務｣｢恋愛｣｢学校｣など

の様々な問題が絡み合い、気持ちや思考が落ち込むことで、正常な判断ができない状態

となり起こります。

　悩みを抱えている方は、一人で悩まず、誰かに相談してみてください。思わぬアドバイスが聞けるか

もしれません。また家族や友人が何かに悩んでいると感じたら、声を掛けて、思いを聞いてみてくださ

い。お悩みに応じて、次のような相談窓口もありますので、ご利用ください。

　町では、令和２年度から町内小学校４学年を対象に、こころの健康づくり教室を開催しています。今年度

は10月24日に藤崎中央小学校、11月７日に藤崎小学校、11月14日に常盤小学校で教室を行いました。
　教室では、スクールカウンセラーで公認心理士の資格をもつ佐々木りえ子先生から、｢プチハッピーを

さがして良い点に目を向けよう｣、｢ネガティブな感情は自分を守るための大切なもので、まずはその気持

ちに気づくことから｣、｢ストレスを感じたときの対処法が様々あること、その一つに信頼できる人に話す

方法がある｣ことなどのお話がありました。授業後、児童からは｢困ったことがあったら“きょうしつ”を

大事にしていきたい｣｢もしも困っている友達がいたら助けたい｣｢心を軽くする方法が分かった｣などと感

想が寄せられました。

　心のＳＯＳの合い言葉｢きょうしつ｣

　き：きづいて

　ょ：よりそい

　う：うけとめて

　し：しんらいできる大人に

　つ：つたえよう・つなごう

ふじさきっずの健
けんこう

康を守
まも

ろう！

　おとなも子どもも「ＳＯＳ」が出せるように　わくわく講座を開催

　２月６日に、ふれあいずーむ館で、｢おとなも子どももＳＯＳ

が出せるように｣をテーマにわくわく講座を開催し、佐々木

りえ子先生から、子どもたちのネガティブな感情に隠された

本当の感情に気づく方法や寄り添い方などのお話がありま

した。受講者は、｢子どもや孫のちょっとした変化に気づき、

寄り添っていきたい｣と話し、身近な人へのかかわり方などに

ついて考えを深めている様子でした。

～誰も自殺に追い込まれることのない
社会の実現を目指して～

　自殺予防に関する相談窓口

悩みごと 電話相談窓口 電話受付時間等 備　考

  眠れない…
  ひどく落ち込む…
  うつ？

◆弘前保健所　健康増進課

　☎0172－33－8521

午前８時30分～
午後５時15分

土日、祝日、

年末年始を除く

  死にたいくらい

  つらい…

◆NPO法人あおもりいのちの電話相談電話

　☎0172－33－7830
正午～午後９時

◆県民のための自殺予防　いのちの電話

　☎0120－063－556

毎月１日・15日
正午～午後９時

通話無料

◆一般社団法人　日本いのちの電話連盟

　ナビダイヤル

　☎0570ー783ー556

毎日

午前10時～午後10時

◆「自殺予防　いのちの電話｣

　一般社団法人　日本いのちの電話連盟

　☎0120－783ー556

毎月10日
午前８時～

翌日午前８時

通話無料

◆青森県立精神保健福祉センター｢こころの電話｣

　☎017－787－3957　☎017－787ー3958

午前９時～

午後４時

土日、祝日、

年末年始を除く

◆こころの健康相談統一ダイヤル

　☎0570ー064ー556

午前９時～午後４時

午後６時30分～午後10時
土日、祝日、

年末年始を除く

  どんな人の、

  どんな悩みでも

◆よりそいホットライン

　☎0120－279ー338(フリーダイヤル)
24時間 通話無料

  借金(多重債務)

  などの経済問題、    

  法律問題など

◆青森県弁護士会「相談案内窓口」(弘前市)

　☎0172－33－7834
午前９時～午後５時

土日、祝日、

年末年始を除く

◆法テラス青森

　(日本司法支援センター　青森地方事務所)

　☎0570ー078ー387

午前９時～午後５時
土日、祝日、

年末年始を除く

◆青森県司法書士会｢総合相談センター｣

　☎0120－940ー230(フリーダイヤル)

毎週水曜日

午後２時～午後５時

通話無料

土日、祝日、

年末年始を除く

◆生活と健康をつなぐ法律相談

　(青森県障害福祉課申込専用電話)

　☎017－734ー9310

月、水、金

午前９時～午後４時

土日、祝日、

年末年始を除く

　町の相談窓口

悩みごと 事　業 日　程

 こころの悩みや 
 経済問題など

◆こころの健康相談

　司法書士、保健師が相談に応じます。

第１水曜日　午前９時～正午　常盤老人福祉センター

第３水曜日　午前９時～正午　藤崎老人福祉センター

 こころの悩み
 など

◆こころの電話相談

　町の保健師が相談に応じます。

　☎0172－88－8197

月曜日～金曜日　午前９時～午後４時３０分

(土日、祝日、年末年始を除く)

 誰かとゆっく 
 り話がしたい ､
 悩みを聴いて 
 ほしいなど

◆傾聴サロン
　 (おしゃべり＆オレンジカフェ)
　傾聴ボランティアが聴き手とな

ります。

第２金曜日　午後１時～午後３時　藤崎老人福祉センター

第３金曜日　午後１時～午後３時　常盤老人福祉センター

■お問合せ　福祉課健康係　☎88ー8197
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◇冬期間に漏水していた時の水道料金はどうなるの？
　冬期間中、凍結による水道管や水洗トイレ、給湯器などの故障による漏水などの経験はありませんか？

　冬期間中の漏水による水道料金は、冬期間の認定水量の精算に反映され、４月の検針再開で料金が高額に

なっている場合があります。

　冬期間中の凍結や不慮の破損でも、水道管や蛇口、給湯器、水洗トイレなど、ご家庭の給水装置は、使用

者が責任をもって維持管理する義務があるので、その料金は原則として使用者にご負担していただくことに

なりますが、一定の基準を満たす場合は、使用水量の一部を減量し、　水道料金等の減額(割引)を受けること

ができます。

◇冬期間概算期間における特例
　積雪による冬期概算期間内において、水道使用者が善良な管理をしていたにもかかわらず、凍結等により

給水装置からの漏水の事実が判明した場合、藤崎町指定給水工事業者に漏水修理をしてもらった後、使用者

又は藤崎町指定給水工事業者からの申請により減免されます。

水道料金 等の減免制度について水道料金 等の減免制度について

（注）漏水により増えたと考えられる水量の全てを減量するものではなく、使用者の方にも漏水分の

水量を負担していただくこととなります。また漏水修理に要した費用を助成するものではありません。

◇減免の対象外
　１．漏水の発見が容易であると判断される漏水

　２．水道使用者等が漏水の事実に気づきながら

　　　放置していた漏水

　３．水道使用者等が漏水の事実を認めながらそ

　　　の修理を怠ったとき

　４．給水装置の破損が故意又は過失によるもの

　　　であるとき

　５．給水装置の工事の欠陥によるものであるとき

　６．破損した給水装置の修繕工事を指定給水装置

　　　工事事業者が行ったものでないとき

　７．破損した給水装置の工事が条例第５条の承認

　　　を受けたものでないとき

　８．消雪及び凍結防止等のために使用したとき

　９．冷房機、瞬間湯沸器、水洗トイレ、ユニット

等のボールタップ又はバルブ及び蛇口等の

操作不良又は故障が原因と認められるとき

　※藤崎町指定給水工事業者は町ホームページの

　　｢水道工事は町指定業者へ｣でご確認ください。

◇減免の対象
　１．地下漏水であって地表より発見できなかった漏水

　２．壁の中などの漏水で発見できなかった漏水

　３．量水器取付け部分からの漏水

　４．その他発見が困難であると認められた漏水

　５．メーター故障、障害物及び積雪により検針

　　　不能な場合

　６．災害の発生による漏水

◇減免の対象期間
　漏水に伴う水道料金等の減免対象期間は、漏水

のあった月(検針月)を含む３ヵ月です。

　また、漏水分を含んだ検針月が３ヵ月以上続い

た場合は、漏水修理完了後の前３ヵ月分を限度と

し、一度の漏水修理に対し１回の適用となります。

◇提出書類・申請方法について
　漏水の修理完了後、藤崎町指定給水工事業者又は使用者が、｢漏水箇所修理報告書(様式第１号)｣並びに｢減

免申請書(様式第２号)｣へ必要事項を記入の上、上下水道課へ提出してください。

　また、提出の際は次の書類を添えてください。

　１．漏水箇所及び漏水原因が特定できる現況写真

　２．漏水箇所及び漏水原因が解消、修理されたことが特定できる現況写真

　３．漏水箇所及び漏水原因が特定できる配置図及び平面図など

　なお、減免の可否及び減免後の金額の決定には、書類が提出されてから数週間ほど時間を要します。

　減免の可否及び減免後の金額が確定した後、上下水道課より決定通知書を送付します。

（注）「漏水箇所修理報告書(様式第１号)」並びに「減免申請書(様式第２号)」に記載漏れや修繕内

容等に不明な点がある場合は、再度提出していただくことがあります。

上下水道課からのお知らせ上下水道課からのお知らせ
◇使用者の皆さまへ
　水道は、私たちの生活基盤として欠かせないものであり、水道事業は、水道を利用する皆さまからの料金

で施設を建設し経営していくという考え方から独立採算制を原則としています。

　漏水は、貴重な水資源を損なうばかりか、宅地内の地盤陥没や建物への浸水等の二次的災害をもたらす危険

性があります。特に冬期間は、積雪や気温低下による水道管の破裂など漏水の発見が遅れる場合がありますの

で、漏水が発生していないか定期的に水回りや水道メーターを確認していただきますようお願いいたします。

◇水道メーターの見方について
　下の図１のように一般のご家庭で使用している地下式の水道メーターには、パイロットと呼ばれる器具が

ついています。この器具は、水道メーターを通って建物側へ水が流れていると矢印の方向に回転します。

　また、屋外に設置している地上式の水道メーター(図２)では、水道メーターを通って建物側へ水が流れて

いると、表示画面の右下が点滅します。

　蛇口等が閉まっている(水道を使用していない)状態で、図１のパイロットが回転している場合又は、図２

の表示画面の右下が点滅している場合は、水道の蛇口以外の部分から水が出ている状態と判断でき、漏水し

ていると確認できます。

地下式水道メーター 地上式水道メーター

図１ 図２

■お問合せ　上下水道課　75－6025

農業者の皆さんへ　農業者年金のご案内

　農業者年金制度は、農業者の老後生活と福祉の向上を図るとともに、農業者の確保に資することを目

的とした制度です。

◆加入対象者

　20歳以上60歳未満で国民年金第１号被保険者又は、60歳以上65歳未満で国民年金任意加入者であっ
て、農業に年間60日以上従事している方(配偶者・後継者・家族農業従事者の方も加入できます)
　※付加年金の加入が必須です。

◆保険料

　○通常加入

　　月額20,000円から1,000円単位で最高67,000円まで加入者自身が設定できます。
　　※35歳未満で政策支援加入の対象とならない方は月額10,000円から加入できます。
　　　(ただし、35歳になると月額20,000円から1,000円単位で最高67,000円までとなります)
　○政策支援加入(保険料の国庫補助)

　　国庫補助を受ける期間は、月額20,000円で固定されます。基本となる保険料(月額20,000円)に対し、
　　国庫補助金の助成(4,000円から10,000円)が受けられます。
◆農業者年金の受給

　○農業者老齢年金

　　納付した保険料およびその運用益により年金額が決定する終身年金です。

　　65歳からの受給が原則ですが、60歳まで繰り上げ請求ができます。
　○特例付加年金

　　政策支援を受けられた方が、国庫補助額とその運用益により年金額が決定し、経営継承等の要件を満

　　たしたときから受給できる終身年金です。原則として65歳に達し、かつ、農業を営む者でなくなった
　　ときから受給できます。

　※詳細は、独立行政法人 独立行政法人農業者年金基金のホームページ(https://www.nounen.go.jp/)又は

　　町ホームページ(http://www.town.fujisaki.lg.jp/)をご覧ください。

■お問合せ　町農業委員会　☎88ー8269
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医療費が高額になったとき

　同じ月内の医療費の自己負担額が高額になったとき、申請して認められると月の上限額を超えた分が高額

療養費として支給されます。また、あらかじめ｢限度額適用認定証｣を医療機関の窓口に提示すると、支払い

が自己負担限度額までになります。認定証が必要な方は保険証をお持ちの上、住民課国保年金係で申請して

ください。(70歳以上の方は所得区分によっては発行されない場合があります。)

【７０歳未満の方の自己負担限度額(月額)】

所得区分 ３回目まで ４回目以降※

所得９０１万円超 ア 252,600円＋(総医療費－842,000円)×1％ 140,100円

所得６００万円超９０１万円以下 イ 167,400円＋(総医療費－558,000円)×1％ 　93,000円

所得２１０万円超６００万円以下 ウ 　80,100円＋(総医療費－267,000円)×1％ 　44,400円

所得２１０万円以下 エ 57,600円 　44,400円

住民税非課税世帯 オ 35,400円 　24,600円

【７０歳以上７５歳未満の方の自己負担限度額(月額)】

所得区分 外来(個人単位)
外来＋入院
（世帯単位）

限度額適用
認定証の発行

現役並み

所得者

Ⅲ 課税所得690万円以上
252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％

《４回目以降140,100円※》
無

Ⅱ 課税所得380万円以上
167,400円＋（総医療費－558,000円）×１％

《４回目以降93,000円※》
有

Ⅰ 課税所得145万円以上 　80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％
《４回目以降44,400円※》

有

一般 課税所得145万円未満等 18,000円
57,600円

《４回目以降44,400円※》
無

低所得Ⅱ 8,000円 24,600円 有

低所得Ⅰ 8,000円 15,000円 有

※過去12か月間で、限度額を超えた高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目からの限度額です。

■お問合せ　住民課国保年金係 　88－8179

こんにちは 　　　 　です国保係

◆高額療養費申請に必要なもの

　○医療機関発行の領収書(原本）　　　　　　　○国民健康保険被保険者証　

　○世帯主名義の金融機関の口座がわかるもの　 ○印鑑(朱肉を使用するもの）

　※診療月の翌月の初日から２年以内に申請しなかった場合は時効となり、支給を受けられなくなります。

国民年金保険料学生納付特例申請について

　令和５年度に学生納付特例制度により保険料納付を猶予されている方で、令和６年度も継続して在学予定の

方には、４月上旬に日本年金機構からハガキ形式の学生納付特例申請書が送付されます。

◆令和５年度と同じ学校等に在学する方

　ハガキ形式の申請書に必要事項を記入し、返送してください。(在学証明書(原本)又は学生証の写しを添付

する必要はありません。)

◆在学する学校等に変更のある方

　改めて在学の事実等を確認する必要があるため、ハガキ形式の申請書での申請はできません。住民課国保年

金係又は弘前年金事務所で、在学証明書(原本)又は学生証の写しを添付の上、申請してください。

※大学から大学院へ進む場合や短期大学から４年制大学に編入する場合等を含む。

※前年に所得がある方は、所得が確定した後に審査を行うため 令和６年７月以降に審査結果をお知らせします。

■お問合せ　住民課国保年金係　88－8179　　弘前年金事務所国民年金課　27ー1339

４月１０日(水)【乳児健診】

　●対　象　Ｒ５年11月～12月生
　●受　付　個別に通知します。

　●場　所　ふれあいずーむ館

　●持ち物　母子手帳、こどもノート、筆記用具、

問診票、バスタオル、ミルクやおむつ

等外出時に必要なもの

４月１８日(木)【７か月児健康相談】

　●対　象　Ｒ５年８月～９月生

　●受　付　個別に通知します。

　●場　所　藤崎老人福祉センター

　●内　容　身体計測、離乳食や発達のお話、

　　　　　　健康相談

　●持ち物　母子手帳、こどもノート、筆記用具、

問診票、バスタオル、ミルクやおむつ

等外出時に必要なもの

４月２３日(火)【母子健康相談】

　◆個別相談　※事前予約制

　●対　象　妊婦・生後３か月以上の乳幼児

　●時　間　9:15～11:00
　●場　所　町文化センター３階　和室

　●内　容　育児や発育発達について保健師や

　　　　　　栄養士との個別相談ができます。

　●持ち物　健診時の持ち物と同じ

　◆子育てママサロン　※予約不要

　●対　象　妊婦及び生後３か月以上の乳幼児

　　　　　　とその保護者

　●時　間　9:30～11:00
　●場　所　町文化センター３階　和室

　●内　容　子育て親子同士の交流、子育ての情報交換

４月３日(水)・１７日(水)【こころの健康相談】

　●時　間　9:00～12:00
　●場　所　(３日）常盤老人福祉センター

　　　　　　(17日）藤崎老人福祉センター

４月１２日(金)・１９日(金)

　【傾聴サロン　おしゃべり&オレンジカフェ】

　●時　間　13:00～15:00
　●場　所　(12日）藤崎老人福祉センター
　　　　　　(19日）常盤老人福祉センター

■お問合せ　福祉課健康係　 88－8197

 
　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し

ん・風しん)の予防接種を受けましょう。

　また、すこやか健診等の日程一覧表は、

町ホームページに掲載しています。

月
４

■お問合せ　福祉課健康係 　88－8197

令和６年度の健(検)診について

　令和６年度の健(検)診の申し込み受付が３月18日(月)
から始まります。令和６年度からは次の５つの方法とな

り、今までより申し込みしやすくなりますので、ご自分

に合った申込方法を選び、健(検)診を受診しましょう。

※申込書は、健康推進員を通して３月中旬頃毎戸配布

　します。

◆電話で申し込み(役場開庁日のみ)

　お電話１本で申し込み可能となります。

　○受付時間　午前８時15分～午後５時
　○電話番号　☎0120ー831ー870(やさいーはなまる)

◆Ｗｅｂで申し込み

　自分の好きな時間や、ちょっとした隙間時間に。

　画面を進んでいくと簡単に申し込み完了です！

　○ＱＲコードを読み込む　

◆来庁して申し込み

　申込書を直接提出する方法です。

　申込書は窓口にも用意しています。

　○申込先　福祉課健康係／常盤出張所

◆ＦＡＸで申し込み

　次の番号に申込書をＦＡＸする方法です。

　○ＦＡＸ番号　75ー9605

◆郵送で申し込み

　次の宛先に申込書を郵送する方法です。

　○宛先　〒038ー3803　藤崎町大字西豊田一丁目１番地　
　　　　　 藤崎町役場　福祉課健康係

○働き世代がん検診無料キャンペーン

　働き世代に対して検診受診のきっかけにしてもらう

取り組みです。

◆対象者　40歳・45歳・50歳(いずれも年度末年齢)

○子宮頸がん・乳がん検診受診券送付

　積極的に受診してもらうための取り組みです。

◆対象者

　子宮頸がん検診対象者(20歳以上の年度末年齢が偶数年齢者)
　乳がん検診対象者(40歳以上の年度末年齢が偶数年齢者)

※いずれも、対象者には受診券を３月中旬頃に発送し

　ます。(申し込み不要)

※町の集団健診を希望する場合は、集団検診の申し込

　みが必要となります。

※年度末年齢は、令和７年３月31日時点の年齢です。

令和６年度新しい取り組み

新

新

受　付

医療機関で

受ける方は

こちら

町の集団健診

を受ける方は

こちら
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ラ
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配
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顔
出
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コ
ロ
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明
け
過
疎
も
お
せ
ち
で
温
か
い

紫

資料館あすか　催し物のお知らせ

企画展「ふんちゃぎのねぷた絵師五人展」
　町在住の絵師五人展です。大型ねぷた絵などを間近に見れる機会となりますので、

ぜひご来館ください。

◆日　　時　３月10日(日)まで　午前９時～午後４時30分(最終日は午後３時まで)
◆休 館 日　月曜日　　◆入 場 料　無料

■会場・お問合せ　常盤ふるさと資料館あすか　☎65ー4567

藤崎夏まつり｢ながしこ｣合同運行参加団体の募集について
　｢ながしこ｣合同運行について、参加団体の募集を次のとおり行います。

皆様のご参加お待ちしております。

◆日　　時　８月11日(日)　午前10時～(予定)　
◆場　　所　藤崎町内(藤崎地区)

◆申込期限　４月19日(金)　※電話でお申込ください。

【山車運行】

◆運行条件

　生き人形の山車運行かつ運行時の囃子は｢津軽夜神楽｣を使用する。

　※山車の詳細については、お問合せください。

◆参加奨励金

　１団体につき８万円程度(予定)

【踊り】

◆参加条件

　｢流し踊り｣又は｢仮装行列｣での参加

◆参加奨励金　

　１団体につき１万円程度(予定)

■お問合せ　常盤公民館(町教育委員会生涯学習課)　☎65ー3100

参加しませんか？

　４日(月)・11日(月)・18日(月)・25日(月)・29日(金)
※３月29日(金)は図書整理のため休館となります。
※休館日に図書を返却する場合は、正面玄関脇の返却

ポストをご利用ください。

◎３月の休館日のお知らせ

◎おはなし会開催のおしらせ

☆定例おはなし会「おはなしのとびら」

○い　つ　３月16日(土)　午前10時～午前11時
○どこで　ふれあいずーむ館　

○おはなし　わっこの会

○テーマ　｢おはなしでわくわく｣

○対　象　幼児・児童(保護者含む)

◎絵本をプレゼントしています
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☆一般図書
○「高くてもバカ売れ!なんで？」 川上 徹也‖著

○「秘密の花園」 朝井 まかて‖著

○「江戸咎人逃亡伝」 伊東 潤‖著

○「犬は知っている」 大倉 崇裕‖著

○「猫の雨傘と僕のいる場所」 倉澤 兎‖著

○「ファラオの密室」 白川 尚史‖著

○「永遠に生きる方法」 中村 啓‖著

○「まぼろしを織る」 ほしお さなえ‖著

○「県警の守護神」  水村 舟‖著

○「山口恵以子のめしのせ食堂」 山口 恵以子‖小説

○「風に立つ 」 柚月 裕子‖著

○「いつかまた、ここで暮らせたら」     大崎 百紀‖著

○「悪い男」 アーナルデュル・インドリダソン‖著

○「ゆるりより道ひとり旅」 おづ まりこ‖著

○「老いの上機嫌」 樋口 恵子‖著

○「農家が教える　ぽかぽか　しょうがづくし」

農文協‖編

☆児童図書
○「でんしゃでおでかけ」　　  ケッソク ヒデキ‖さく

○「うざうさぎ」 すえひろ かずま‖著

○「ちいさないえのりすいっか」はせがわ さとみ‖ぶん

○「ぶたくんのとどかないとどかない」

ふくだ じゅんこ‖さく

○「直紀とふしぎな庭」 山下 みゆき‖作

○「こども話し方教室」 三森 ゆりか‖監修

☆郷土 
○「バッチャと子育て」 山田 スイッチ‖著

○「家業を継ぐ前に、知っておきたい「継承学」」

小村 圭介‖著

ほか

※都合により、一部納期が遅れることがあります。

　町図書館では、町内にお住いの赤ちゃ
んの心豊かな成長を願って、乳児健診時

に絵本をプレゼントしています。

　乳児健診に来られなかった方やまだ絵本をもらっていな

い方は町図書館にお越しください。

◆対 象 者　令和５年４月～令和６年２月に実施した乳児

　　　　　　健診対象のお子さん

◆持 ち 物　母子手帳

■お問合せ　町図書館 大夢・町ブックスタート友の会

　　　　　　☎75－2288

としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより
町図書館大夢
☎ 75－2288

開館時間9:00～17:00

◎最新着図書

◎企画展示のご案内

☆一般・児童　｢おかねのはなし｣特集

　なお、特集にちなんで大人・子ども各先着30名さま
に｢金融広報中央委員会 知るぽると｣発行の家計簿、お

こずかい帳等を差しあげます！ぜひご活用ください！

◎寄贈ありがとうございます

☆健部 伸明 様(小畑)　１冊
　｢ビジュアル図鑑 ドラゴン｣

　寄贈者の健部さんご本人が監修したドラゴン図鑑で

す。子どもたちの｢ドラゴンって何？｣にお答えする、

ドラゴンの教科書とも言える１冊です。ドラゴン好き

の方、必見です！

◎手作りしおりの贈り物が届きました！

　藤崎小学校学童クラブの子ども

たちが手作りしたしおりをいただ

きました。お正月にもらったお年

玉のポチ袋などを利用して作った、

福と子どもたちの想いのつまった、

かわいいしおりです。紙の切り出し方にご注目！一つひと

つがとても素敵に仕上がっています。カウンターでさしあ

げていますので読書のおともにどうぞ。

集

さま

午前 時

29日(金

藤崎町公民館講座のお知らせ ～３月開催講座～

藤崎町公民館講座作品展示会
　令和５年度に開催した公民館講座等の作品や講座内容等をご紹介する展示会です。

　ミニ体験コーナーもありますので、お誘いあわせのうえご来場ください。

　(※ミニ体験コーナーは日曜日のみ、午前11時～午後２時)

◆日　　時　３月23日(土)・24日(日)　午前10時～午後３時
◆場　　所　常盤ふるさと資料館あすか

◆入 場 料　無料　※ミニ体験コーナーは材料代がかかります。

■お問合せ　町文化センター　☎75ー3311　　常盤生涯学習文化会館　☎65ー3100

〈令和４年度作品展示会の様子〉
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　弘前市のコミュニティラジオ局｢ＦＭアップル

ウェーブ｣で、小学校を卒業する６年生児童一人一

人が、将来の夢や小学校での思い出などを語る特

別番組が放送されます。

　この番組に藤崎中央小学校が参加し、卒業生の

メッセージと担任の先生や校長先生からの贈る言葉

とともに校歌が紹介されます。希望にみち溢れた子

どもたちの声、そして懐かしの学び舎を思い出させ

る校歌を聴いてください。未来に羽ばたく子どもた

ちから元気がもらえる２時間です。お楽しみに！

◆放送日　３月12日(火)　午後７時から午後９時
　※番組は３月11日(月)～15日(金)の５日間放送されます。

メモリアルグラデュエーション2024
～小学校卒業生のメッセージ～

■お問合せ　ＦＭアップルウェーブ 　38－0788

特 別 番 組
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座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
取
扱

金
融
機
関
又
は
中
南
地
域
県
民
局
県

税
部
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
分(

６
月
納
期
分)

の

口
座
振
替
申
込
は
４
月
30
日
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
場
合
、
納
税
証
明
書

　

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
継
続
検

　

査
の
際
は
電
子
的
に
納
付
確
認
を

　

行
い
ま
す
。

■
お
問
合
せ　

　

中
南
地
域
県
民
局
県
税
部

　

納
税
管
理
課　

☎
32
ー
４
３
４
１

役場75－3111　常盤出張所65－2111　上下水道課75－6025　教育委員会69－5010　ずーむ館75－2288　　　　町文化センター75－3311　常盤生涯学習文化会館65－3100　スポーツプラザ藤崎75－3323　常盤ふるさと資料館あすか65－4567 お知らせ

町の人口と世帯数

１月31日現在 前月比

人口　男   6,767人 ー９

　　　女   7,637人 ー９

合計 14,404人 ー18

世帯 6,176世帯  ー５

３月の町税等の納期

納期限は４月1日(月)です

●後期高齢者医療保険料　第９期

交通事故発生状況

(令和６年１月31日現在)

件数 死者数 傷者数

町　内 ２件 ０人 ２人

(前年比) (　０) (　０) (　０)

県　内 203件 ５人 236人

(前年比) (ー46) (＋１) (ー73)

令和５年度地域おこし人材

活動発表会を開催します

藤崎中央小学校児童の卒業
メッセージをラジオで紹介！

　町を盛り上げるため日々活動している藤崎町地

域おこし人材(藤崎町地域おこし協力隊４名、藤崎

町移住定住コーディネーター１名、藤崎町地域活

性化起業人１名)による令和５年度の活動発表会を

開催します。たくさんのご来場を心よりお待ちし

ています。

◆日　時　３月22日(金)　午後６時～
◆会　場　町文化センター３階　多目的ホール

◆その他

　発表会の様子は、藤崎町公式YouTube｢ふじさんぽ_

藤崎町観光動画｣でもライブ配信を行う予定です。

　※事前にチャンネル登録

　　をしておくと便利です。

■お問合せ　経営戦略課戦略推進係　☎88ー8236

特別養護老人ホーム　さんふじ　　職 員 募 集

〇雇用期間　１ヶ年(※更新有　正職登用有)
〇勤務時間　早出)　午前５時30分～午後２時30分
　　　　　　通常)　午前９時～午後６時
　　　　　　遅出)　午後10時15分～午後７時15分
〇休　　日　変則４週８休
〇賃　　金　(月額)150,000円～200,000円
　　　　　　※各種手当有 ■お申込・お問合せ  特別養護老人ホーム さんふじ  ☎75－3511

〇社会保険　加入
〇面接日時　随時　午前10時
〇面接場所　特別養護老人ホーム さんふじ

※応募者は事前に連絡の上、履歴書を持参し面接に
　おいでください。

◇職　　種　調理課職員(資格不問 １名) 

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

　２月４日(日)、スポーツプラザ藤崎で常盤

小学校スクールバンド部による｢第14回感謝
演奏会｣が開催されました。

　同部は12月に、さいたまスーパーアリー
ナで行われた第51回マーチングバンド全国大
会に出場し、｢よされじょんがら～風雪の津

軽～｣をテーマに、部員24名の心を合わせた
演奏で金賞を受賞しました。

　感謝演奏会では、全国大会で演奏した曲の

ほか、卒業した先輩方や明徳中学校吹奏楽部

との共演を披露し、観客を楽しませました。

合同マーチングの演奏は大迫力

常盤小学校スクールバンド部
第14回感謝演奏会が開催されました

スコップ三味線で津軽の夏を表現 見事な隊列を披露

　

窓籍戸 の １月届出分

※この欄に載せたくない方は、届出の時に窓口に申し出てください。

～お誕生おめでとうございます～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)内保護者 

木挽町 後　藤　旭
あさひ

　陽(和昭) 下　町 山　口　樹
じゅのん

　音( 錬 )

舟　場 藤　井　　弥
あまね

　( 忍 ) 亀　岡 新　谷　雫
しずく

　空(優太)

東　町 倉　本　凪
なぎさ

　紗( 裕 )

～お悔やみ申しあげます～

西豊田一 鹿　内　達　男(87) 伝　馬 福　井　重　行(90)

矢　沢 三　浦　は　こ(92) 水　沼 三　好　テ　ツ(92)

西豊田二 中　田　ミ　ヱ(86) 館川町 齋　藤　ツ　ヨ(87）

西　田 寺　沢　ヤツヱ(81) 新　町 藤　本　しつゑ(96)

伝　馬 工　藤　ミ　ド(98) 常　盤 髙　木　佐武郎(94)

白　子 福　田　眞　美(79) 下　町 竹　嶋　ふみゑ(91)

矢　沢 成　田　哲　子(95) 亀　岡 伊　藤　か　し(94)

俵　舛 横　嶋　アキエ(98) 西豊田三 中　村　雄　二(86)

亀　田 平　山　厚　子(80) 表　町 浅瀬石　新　一(94)

西中野目 三　上　アキヱ(86)
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前田　菫
す み れ

恋ちゃん
(葛　野)

後藤　咲
さ く ら

良ちゃん
(木挽町)

佐藤　壱
い っ さ

咲くん
(福左内)

水木　陽
ひ な た

葵ちゃん
(水　木)

浅瀬石　創
そうすけ

佑くん
(館川町)

杉澤　依
い の り

実ちゃん
(朝日町)

三好　煌
こ う が

翔くん
(水　沼)

横山　明
あ す か

日香ちゃん
(水　木)

湯瀬　叶
か な み

望ちゃん
(西豊田二)

笹森　綾
あや

ちゃん
(徳　下)

安藤　朱
あ か り

葵ちゃん
(西豊田三)

藤田　櫂
かい

くん
(木挽町)

健康な歯の
こどもたち

(１月25日実施)
３歳児健診

木村　朱
し ゅ う

佑くん
(白　子)

◆日　　程　３月12日(火)
　　　　　　〈上映〉午後６時　

　　　　　　〈開場〉午後５時30分
◆会　　場　町文化センター大ホール

◆料　　金　無料

◆定　　員　先着580名様
　　　　　　※定員になり次第終了

○鑑賞には整理券が必要となります。

　整理券は町文化センター窓口にて配

　布しています。

（休館日の月曜日を除く）

※未就学児の同伴・入場は、ご遠慮願

　います。

■お問合せ　町文化センター  ☎75ー3311

町ゆかりの五十嵐匠監督の町ゆかりの五十嵐匠監督の

新作映画｢じょっぱり｣新作映画｢じょっぱり｣

町民限定！町民限定！
無料で特別上映します！無料で特別上映します！


